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どがある一 f千部門の雇用'ft－数は各々 J,",L,, L, 
L 内記号であ「dγL. Eた部門号ljCT)序I＼額は同




'._ fこどき， tif[,1］に関して U/L）ではなく， その者I¥





















び2に子式しfこO これにもと ＇）＼ 、て，横軸に対努（円盛
で噌 Y/l＇， 縦輯1にL,/1舛をと，）たゲラブが第 Ii丞1 ， 
抗正iドtlに γ，／Yをと J 》た （｝）が第 2図で主：〉る O 支た，
これらのl-;(N1での観察を補助するために次の線型
モ子ル，








L!r'三 cI d ・ l1 ('ff Iつ (2) 

























<a:, A :;l'.l"J 
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館 1表部門別雇用水準 （Ldl＇＊） および部門別GDPシェア（YI/Y）との関係
一－ A 次線形回帰モデルじよる結果ー
（λj 部門日lj雇14(L,/I＇本）と 1人あたりじDP(Y;J’） 
Lt/1コキ＝a+b・ZnY/P 
一丁一一 4一力一同 下 4泊幡扇l]i「一一「一一 4苅母十敬語i示ー←
部門ト」ιピ l-4-一一一一一一l 似・ 1=19¥ I （子臼fil,
I a b (r'; I a /, I (r') I a I b I （〆）
!1. I 98.03 I 12.34 I c.28) I 51.11 I -4.o3 I c.08) I 75.o3 I -1.2s I (.3η 
A! I 10.1.11 :z.82! (.1川 I一18.:15I 4.45 1 (.88) I -15.54 I 3.95 I (.91) 
竺 I 5.34 I l仰 I (.13) I -1.佃lβ.27i （.叫） I 9. :1 I a. so I （.幼）
F I -4.Kl I 1.41 I (.66）トー 3.4引 1.13 I (. 77) I -6.87 I 1. 77 I (.86) 































































高いう 「f1. 、」、え ;lt ；主， Tv1部 fill の雇 ff] 水準のII~ ごと，
ある L、；土{f-.：：・との変動l土，経済発JQとの間にーっ




































































;-l()(l（）ドル付近で10%にjfr/5く， とし、 J Fた経路を認
めることができる。線型モテ、ルの決定係数は 4力
｜斗につL、て0.66，戦前，戦後の日本を加えて言十算












( , t 1 ) 1 ". >1 : : 1 c; N P吃；i主的わ上灯、i世Ii-J-J i車交
, 1,c/,J：＼，：（，：－，二 : : : t,:1 l').ct'., ，ゴノし－ ｝） 一九と ι）1:i
：；，じろ， 1;:i h'u.: -1, 工、勺＇ －刀、 二二ても t t,，戸 Jこ，i,l;j"/':,'
l －炉。
( :! 2）↑1 , ・c-).: 
L, Y, la, l' }" 
f'＇ 】’. y’＇ . I＇＊ ・I'
t;之 l：メ，：， r ：こ了 L/1》本と Y,＿：γ；t 
I /;:l"j ノV）白iイ二（＼＇ 正j正：； / 守 7 こ／＇； l'*,tlOi,¥l:J.1-人lI 
アジア tこIpける ir'mのPL大と経済発庁長
／－まうと人 IのJt, YIPはI人あたり GDPであるのい士
九｜百を＿i1l.どし Y/I'1，－ コ／いロ』ノνLて比較 I.,I',_/ P* 
: ｝，＿；予なノ下方勺いとすれば， L1/I峠 l土 Y;/YとY;/Lも
(i (fq"j，）’J_JEf'UしりJl.' t；ろ。 I_ 7こが 、て同 4 山｝＇／ 1’ 
点ifでJ>J,i I I＇＊ しり色 l•~ ，；， ;t：民は Y,/Y c Y1/L1 c';;;_~ 
lて分 19"('s i.l ふりすごあるが，主証，） ) jf/Jれζ （γ；jY，／γ 
をもti，ιt}.[ :f充分と？？ら。
( 11 :I) ドi界l'i:J心不況に .t ＞ し切M部門， Af:lT'I 
の＇J'1，席者（/fjlj；ちし総生Ir’lf'iカ｛広くなゥたために，
"/' c 1 /JI民主 J /: '.<J ＇，！（と， (2：他）¥'il”iゴ）労働あがS自己！”i
にパ！人 I.!.: I・ ,v，に，わf!) ／~数力 ι ＿； ＜ιp ；，，それに j っ





















































( y2口 .87) Y 
ムお／
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J〕（；Lは7 { l）ピン（1%0～75＂！二），タイ（ 1%0～70
年：l，韓国 C19m～75今〕で各国ほぼ同践で各々，
IF{3. l.8%, t.5＇；｛ハ 1.5ちらだが， インドネシ fで
例外的に高く九%に近い値である。他方で GYは
2 .7 ＇：，かc,5 %強の間に分布してL、る。 したがっ
て GL/GYも守イ (19β（）～70与）の 0.237/J>らイン











































の日本に J ル、てのみ同様の測定を行なうと、 I'"の
結果をえた。
<;L，ニ O.:nf (>.:10 GYm 



























より高レ。 二れに対して c;yは， 7 ィリピン，イ




































GL1, ,=0.73 +-0.48GY Jc 




















Y/Lは一時点でに）、トVJl. Pi' t'l‘JY/JL はそ
.・, I, .－定時間の成長の.，｛，，＼f'i’！；I' 1 , t・労働力の生産
1'tである。
（注2) このような GL/GYを中心慨念とする医用
問題の分析は， H T. Oshimaの次の論文に体系的に
J，されている。 Oshima,H. T.，“Labor Absorption 
in East and South-East Asia: A Summary with 
Interrelation with Postw：汀 A山， " :lfalayan Eco-
1011ど Revi尻町 Vol. XVI, tい. 2 (Oct. 1971); 
Oshima, H. T.，“Labor J¥hsoq山川1 in East and 
Southeast Asia: Summ川 y,Per叩虻tive,Prospects，” 
Th，’Philippine Econo111,c Jοu nw!, ¥' ol. XV, Nos. 














( ,15) 各国で最も長いm1日りをとノプニ平均をサ γ プ
ノしと ifニ。
( i 6) マグロ的にみr,rv! iiWI ,j，がJH弾力性の各罰
I, jfi i~ ての安定性はさ ：，. ；てほ ／！） c.れる必要がある。
N・カノレドアはイギリスの場合をとりGL/GYをおよそ
0.5とした。 Kaldor,N., Causes of the Slow Rate 
アジアにおける伊川の拡大と経済発展
げ E川 nomicGrowth of thi, U川 ＇ti,dKingdom: 




























































GL=WLa. GLa+WLm. GLm 
十lVL,• GL,+Wl,r ・ GL, 
GY=WY.α・CY仏十WY,n• CY，凡













外生変数： WLx,WLm, WLs, WL1; WYα，WYm, 
WY,, WY1; CL, GYο，GY,,,. 
内生変数； CL,.,GL川 CL,,GL1; GY.,, GY 1; GY. 
とこで， WY,,, WY,,,, WY,, WYrはA,M, 
































(1) dG11a I 
dGYa]GYm 




(4) d<7Y I 
dCYa:GYm 


























































1dG1r:, / , 
たらす効果（認式IGYm），逆に GY加をふやし
I dGtr:a I ¥ 
Gれを一定としたときの効果（宮町JcyJtJ主計算
されなくてはならない。また GYに関して，
dGYI dGY I 
記 Y,lc;Ym および zτIcyα も同様である。
さらにGむを所与としたとき， CL，と CY《ιの代





































く， 1.45マ，韓国， 7ィリ！子／，タイで 1.0弱ど


























ヤ ｜ 十 ！ （ % ／ 年 ）












































































































j ［， 二 JI,n・」［，n卜JL寸.:JI,
I ,C /; ' 
JI. L, JL, 乙川 J,, ／叫 JLお
よー L . La + L • J,, f /, • L, 
1 l,r . Jf,r 
/, Lr 
(,1, j¥,’L， ・GI，十R’L,,.CL,,, 
十WL汗・ CL↓Wl,1・（；f,f
({14) r'r 叫（t'J な：郎「うそデ；C ；ておりる）［~（ j位者f わ
ーっ Jlト ・ ノ 工 J ；、 ltC I「＇JバWiH出！怖の没、｛ヒで
払；：， 0 (Rani, and Fei, op., rit.)0 ,1 ! 1牛；，／ ,J易 ｛~＇
A tf'.l"I 11H11i'I i'f,t,1イ’ん依下 iて僚に iqし特
ぺ戦if:：’ rfHi'i'l'(Jに l的＇！JiL fこか，戦後（／、！＋け；ハ ！斗lI政
!{i(i(Jと／1li行支Jf;. C :h ，子。
(' I :'i ) ---'1正予f行成iζJ!r併に万 一： itI, <, }' t. 
j',！；い・， 0 I ;, I • Gccニ（；）＇ 2.40 
C:Lfi) ＇・＇主 lぅ,j・', タ ＂irfi!I, ヲコ帖Lご CY,,,, GY,, 
円↓j、 こ.) I'山じに、労！パ、 G;c,_J; t n:GY Aごあ
んfζJ ，，ノ；（ i：；；三えかくこ tカ・て 7乙。 こjL , ,1_11 
料（（土、 氏本 Jr＼：（こに J て nf能t;GY川.＇ CY，ιのくみ






GY', G;-:, , L , c;i'" c. c;r，正 λの絞z円、 I況をJ虚り，
(;)'': －干iJ'i:1：似と i乙。ヂペすると， Gπα を以大イヒ
j 乙ここに上る CYへ， Jコスト：tCY1-GY＇で定義
されらの 1-"1/;, ,・ IリI，・，カな上う：：， -f.，＇には｛也t乃・JI白泊、
一うじ h ,.I I Iit G Y と G;:,,1・,f:rt去れ;f';IJ,J、きいほど，
ここ・＂，主 ItνjI i：コス l i j’トラ！、。 こυ -_-·,J ）~＼ 予 7ぃ
dGY,,,i dCY,.,'. . 
' ' ・1. ' 'J{ I, ＼、
ιIGY,, C土， 7;' dGYα＇CY'・ r 
(, 7 ) 2 "f「Ll)、［；／十I'CY,, ,c (;Y,, :1）くみあ）) ＇← 
74 
；：上〉て， GY/J：，変化（ていく。 GY川と CY,,n ,'fc:が




rn 8 > r甘ij,I：のよ 7仁，’ ス。j～〈主lj安'ifl'i~ うt fハ






































































































宇一 半！ 名 ~~調印j I I －竺ザ竺ト角的l--i議：
〔インドネシア〕 ｜ ｜ ｜ 
1961 Population Census I 1961年10月31日I2カ月／6カ月 I 10歳
1971 Population Census I 1971.年9月24日I2日ど1週間 l同主
1975 Intercen阻 lPopulation Survey (SUP AS) I 1976年 I f1.「Workmg」 ｜同上
I C 1時間／ 1週間） ｜ 
） ＋（休か中の労働者） ｜ 
） ＋（土地をもっている農民守仕事を ｜ 
｜ 待っている者） I 
l2. r 8Ually Workingj I 
60臼／ 1年｜1一l年一月 1f I 指定せず （一＂I 同上 I 14歳1976年10月1H ｜同上
1975年10月1日 向上 1向上同15日 指定せ一 ： 一向上 ［ [¥' 1975年5月l臼 l週問に10時問／2fi遡問 同上
1 ，~年＇ W'g1<,aイ 1 週凋）＋（一Z業を待つ出乏
）一（ 1 1 歳1970今三4 l : 同 同上
I 軒年10片






















































































































































































1960 Population Census 
1970 Census of Population and Housing 
1975 Integrated Census of the Population 
and Its Economic Activities 
〔ゲイ〕
1960 Census of Popu latio日 andI lousing 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いるたhに，タ fと同肢のパ fアスをも 3てU、る司能性
がある。
（注 1) 数少ない試みとしては次の論文を参照。
Oshima, H. T. and IIidayat，“Differences in 
Labοr Utilization Concepts in Asian Censu泊 sand 
Surveys and Suggested Improvements，＇’ Discussion 
Paper Series, No, 74-06, Council for Asian Man・ 
power Studies, Que坦onCity, Philippines, 1974. ま
た， Cho,L. J., Introどiucti岬 zto th<' Censuses of 
Asia and the Pac俳 1970-74,E田 t-WestPopulation 
78 
l nstitute, E，出t-WestCent怠r,Honolulu, 1974. 
（注 2) これを FE(L）とすると，次のように定義
される。
FE(L）二乙 （V • hi) /hネ・ d勺
ここで Li,1, はそれぞれ I年内第 i日における恥＇ il 
者数とその平均労働時間。 hへdホはそれぞれの社会
で平均的な労働時間，および労働日数。
（注 3) Hauser, D. M.，“The Measurement of 
Labour Utilization，” The Afalayan Econumic 





















付畿日2 産業部門}:jlGυP (Yi/Y）と 1人あたり GDP(Y/P) 
部門自IJGDPシェアu I r 
I I 計


















































































































































































































































































































































































































































































































(60-10) 3.9 I 
(70勾 75) 5.8 I 






( 65-75) 11 . 1 


























































































































(65 70) 12.2 
(70-75) 20.1 
(6か70)12.3 
(60 75) 14.9 






































































(Mil. Baht) I 























(60 75) 16.1 







(60-65) 7. 7 













インドネシア I (Bil. Rp.) I 
19fio I 9 I 
1970 I 18 
lり7S I :,8 
1J I ,_Bil. Wl 
1960 I 20 
1965 I 29 
1070 I 86 











インドネシア I (Bil. Rp.) I 
1960 I 198 I 
1970 I 264 I 
E175 I 295 I 
14 I (Bil Wi ! 
l川 o I 265 I 
1965 I 330 I 
1970 I 448 I 
1975 I 555 I 



















: 1,534 I 












インドネシア I (Bil. Rp.) 
1960 I 130 
1970 I 185 
1975 I '.!50 
韓国 I (Bil. ¥V) 
19“O I 198 
1965 I 246 
1970 I 500 























フィリヒ／ I (Mil P-) 
1%0 I 4,767 
1970 I 7,174 
1975 I 9,257 
タイ I (Mil. Baht) 
1960 I 18,741 I 
1970 ! 41,s1:1 I 
（出所） H:tt-1に同じ。










(60吋 75) 9.1 



















































































































































































































































































































































































































I 727 1,404 2,400 
96 I 
｜ ーし273120 I I - 746 
145 I I - 312 174 I ; -no 




















































































































































































































































































































































































































































































































































0 .432 .184 .:-¥03 .081 .fi:-18 .071 .249 .042 0.01 100 .(i(i 
s .338 .249 .:-nz .101 .570 .回fi .295 .049 -0.53 10:l .57 
10 .252 .322 .:0,07 .119 .495 .105 .342 .058 -1.16 108 . 47 
15 .180 .497 .288 .135 .412 .128 .387 .068 -1.90 117 .39 
20 .123 .471 幽 260 .146 .338 .155 .427 .080 -2.77 132 .32 
25 .佃1 .539 .227 .153 . 262 .189 .455 .的4 -:l.79 155 .26 
30 .052 ．臼氾 .192 .156 .El:-l .229 .468 .llO ・ 5.01 191 .22 




0 .432 .184 .30:, .081 .638 .071 .249 .042 0.74 100 .66 
5 .368 .228 .311 .093 .591 .080 .282 幽047 0.50 107 .59 
10 .3rni .277 . :312 .1崎 .541 .092 .314 .053 0.23 115 .53 
15 .249 .329 .306 .116 .488 .105 .347 .060 0.07 126 .47 
20 .198 .382 .294 .126 .434 .119 .379 .068 -0.40 138 .41 
25 .155 .436 .276 .133 .380 .136 .408 .076 -0.76 156 .36 
30 .119 .488 .255 .138 .326 .155 .433 .086 -1.15 179 .31 





o .432 .184 .:io3 .os1 .6:os .on .249 .042 1.12 1α） • 72 
5 .40自 .201 .:l07 .084 .620 .07;{ .261 .045 1.69 115 .65 
10 .384 .220 .309 .987 .601 .077 .274 .048 1.65 129 .62 
15 .361 .239 .311 .090 .583 .080 .286 .051 1.62 145 .59 
20 .338 .259 .:-m .092 .561 .084 .298 .043 1.ss 16:-i .56 
25 . 315 . 280 . 311 . 094 . 545 . 087 . 311 . 057 l. 54 18J . 51{
30 .293 .301 .310 .091 .525 .091 .324 .061 1.50 却7 .51 





0 .432 .184 .303 .081 .638 .071 .249 .042 - 0.61 100 .66 
5 .330 .256 .313 .101 .552 .094 .302 .052 1.50 114 .57 
10 .238 .337 .305 .120 .457 .124 .354 .065 - 2.65 135 .48 
15 .16'.l .420 .282 .I:iS .357 .164 .399 0.80 - 4.16 170 .40 
20 .107 .500 .249 .144 .257 .218 .42G .099 - 6.24 229 .34 
25 .067 .572 .212 .149 .166 .288 .423 .123 - 9.42 340 .:n 
30 .041 .636 .174 .149 .091 .381 .376 .152 -15.68 583 .:>2 
35 .021 .691 .140 . 1,15 .034 ,504 .274 .188 --5:1.69 I 1,:-n7 .41 
12,043 2,14 
一一一 一 一ι
（出所〕 本文中のモギノレにより計算。
（アジア経済研究所経済成長調査第）
83 
